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1. はじめに 

 福岡市の北部で玄界灘に面する博多湾は湾口が狭く,

閉鎖性の強い内湾であることなどから夏季になると海

底に強い貧酸素水塊が発生し,底生生物に悪影響を及

ぼす問題が指摘されている．しかし 2005 年 7 月には博

多湾の広範囲で貧酸素水塊が発生しているにもかかわ

らず，湾奥東部では確認さ

れなかった．（図-1 参照）

前年の2004年7月からは中

道奈多海水淡水化センター

(まみずピア)が稼働を始め，

淡水化に伴う高濃度海水が

下水処理水と混合されに博多湾内に排出されている． 

2005年6月にはまみずピアが本格的に稼働を始めてい

たこともあり，この混合放流水の影響について注目が

集まっている．これまでの研究により，混合放流水は

比較的高い溶存酸素をもち，密度も湾内の海水より高

く排出口から海底を這うように広がっている事がわか

っており，混合放流水が生物へ影響を与えていること

も考えられる．本研究では 2001 年より蓄積してきた底

生生物及び底質のデータを基に混合放流水が底生生物

の種類，個体数，底質環境がどのような影響を与えて

いるか検討した． 

2. 調査地点及び調査内容 

 図-2に調査地点(6ヶ所)を示す.T-3及びT-4地点は，

混合放流水が放流されている放流口付近，H-1 及び

M-6 地点は放流口から離れた和白干潟付近，T-8 地

点はアイランドシティ沖に位置している．調査期間

は 2001 年 4 月から 2008 年 12 月であり,およそ 2 カ

月に 1 回程度の頻度で水質調査・底生生物調査・底

質調査を行っている.水質調査は,米国 HYDROLAB

社製多項目水質計 DS5 を用いた．測定項目は，水温，

塩分濃度，DO，クロロフィル，濁度，pH，ORP で、

海水表面から水深 0.1m の位置に合わせて指示値を

安定させた後,海底に向けて水質計をゆっくり沈ま

せて 1 秒ごとにデータの記録を行った.底生生物お 

 

 

よび底質調査は,採取面積 0.05m
2 のスミス・マッキン

タイヤ型採泥機を海に投入し, 底泥を 5 回採取し,泥

温を測定した後それぞれ一部を底質調査用のコアサン

プルとしてφ50mm のアクリル製カラムにとりわけ，

残りの試料のうち 2mm 目のふるいに残留した生物を

採取し研究室に持ち帰り，ホルマリンで固定ののちエ

タノールで保存した. その後生物試料から二枚貝をソ

ーティング・同定し, その個体数・殻長・湿重量を記

録した.持ち帰った底質コアサンプルはただちに ORP

（酸化還元電位）， AVS（酸揮発性流化物）・強熱減量

を測定した． 

3. 調査結果及び考察 

 (1)底生生物の種類.・個体数変化 

図-3にT-3地点の底生生物の採取個体数の経月変化

図-3 T-3地点の底生生物の採取個体数の経月変化 

図-2 底生生物・水質調査地点 
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を示す．図-3 から放流口に近い T-3 地点においては，

まみずピア稼働後，サルボウガイが多く採取されてお

り，2008 年以降には，これまで採取されることがなか

ったアサリやタイラギといった水質が比較的良い場所

に生息するとされる二枚貝が少量ではあるが採取され

た． 

図-4 に T-3 地点のまみずピア稼働前である 2003 年

及び稼働後である 2008 年の採取された二枚貝の種類

と個体数の割合を示す(それぞれ年内の 3 月・5 月・7

月・8 月・9 月・10 月・12 月の合計)．まみずピア稼働

前の2003年は採取された貝の種類は3種類であったが，

まみずピア稼働後の 2008 年には採取できた貝の種類

が 6 種類に増えており，構成比も大きく変わっていた．

なお，T-4 地点および T-5 地点にも T-3 地点と同様の種

数の増加が見られた． 

図-5に放流口から一番離れているH-1地点の底生生

物の採取個体数の経月変化を示す． H-1 地点において，

まみずピア稼働の前後で採取される種数に変化はなく，

T-3 地点では増加傾向であったサルボウガイをほとん

ど確認することができなかった．また，優占種がホト

トギスガイから泥底に好んで生息するシズクガイへと

変化していることが確認できた．なお，H-1 地点と同

等の傾向は M-6 地点でも見られた． 

(2)底質環境変化 

図-6 にまみずピア稼働前後における泥質環境の変

化のCCA分析結果を示す．まみずピア稼働前には2003

年，稼働後には 2008 年の泥質データを使用し分析を行

っている．図-6から種数の増加が確認できるT-3，T-4，

T-5 地点においては AVS，強熱減量，共に減少傾向に

あり，ORP が増加傾向にあることがわかる．これらの

ことから，T-3，T-4，T-5 地点の底質は有機物，硫化物

が減少し，底生生物が生息しやすい好気的環境に向か

っている可能性があると考えられる．H-1，M-6 地点

においては，AVS，強熱減量，共に増加傾向にあり，

底質の嫌気化が進んでいる可能性があると考えられる．

また，T-3，T-4，T-5 地点においては，他の H-1，M-6，

T-8 地点と比べて環境が大きく変化していることがわ

かる．  

4. 結論 

まみずピア稼働後放流口付近の T-3，T-4 地点におい

ては，底生生物の生息種が多様化，AVS，強熱減量の

減少傾向が見られ，環境が大きく変化している事が明

らかとなった．また，H-1，M-6 地点においては，ま

みずピア稼働後も底生生物の生息種に変化がなく，環

境が稼働前後であまり変化していなかった．以上のこ

とより，混合放流水が海底に影響を及ぼしている可能

性が示された． 

また，この結果の妥当性を検討するためにも，今後

は調査地点を増やし，底泥試料を密に採取していく必

要があると言える． 
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図-6 まみずピア稼働前後のCCA分析 

 

図-4 2003年・2008年の T-3地点における 

貝の種類と個体数の割合 

 

図-5 H-1地点の底生生物の採取個体数の経月変化 
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